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岡
田
菊
次
郎
は
、
行
政
の
長
（
村
長
、
町
長
な
ど
）

や
農
業
機
関
の
長
（
町
農
会
長
、
郡
農
会
長
、
郡
園

芸
組
合
連
合
会
長
、
県
農
会
議
員
な
ど
）
と
し
て
日

本
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
に
な
る
。

代
表
的
な
二
つ
の
業
績
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一
つ
目
は
、
山
崎
延
吉
の
提
唱
し
た
多
角
形
農
業

を
推
進
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
角
形
農
業
と

は
、
米
の
ほ
か
に
養
蚕
、
養
鶏
を
加
え
て
三
角
形
農

業
、
そ
れ
に
野
菜
を
加
え
て
四
角
形
農
業
、
さ
ら
に

果
樹
を
加
え
れ
ば
五
角
形
農
業
な
ど
と
言
わ
れ
、
い

わ
ゆ
る
農
家
の
収
入
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
経
営

の
多
角
化
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
菊
次
郎
は
、
十

数
か
町
村
の
農
会
を
組
織
し
た
郡
農
会
と
六
、
七
十

地
区
の
産
業
組
合
を
組
織
し
た
郡
産
業
組
合
連
合
会

を
う
ま
く
連
携
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
力
を

十
二
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
た
。
そ
れ
が
農
産

物
の
量
産
と
共
同
販
売
へ
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
角
形
農
業
の
最
終

段
階
と
し
て
の
加
工
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ト
マ
ト

す
い
か
・
若
鶏
を
加
工
し
て
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
ス
イ
カ

糖
・
若
鶏
味
醂
漬
け
な
ど
を
作
り
販
売
す
る
三
河
食

品
株
式
会
社
を
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
設

立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
多
角
形
農
業

は
、
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
の
中
核
と
し
て
全
国
的

に
知
れ
わ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
つ
目
は
、
農
業
関
係
の
研
究
・
指
導
機
関
を
誘

致
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
農
事
試

験
場
の
誘
致
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

県
の
農
事
試
験
場
の
本
場
は
尾
張
の
清
洲
に
あ
っ

た
が
、
種
芸
部
だ
け
が
現
明
治
本
町
の
農
商
務
省
農

事
試
験
場
東
海
支
場
跡
地
に
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年

（
明
治
三
八
年
）
山
崎
延
吉
が
農
林
学
校
長
と
兼
職

で
農
事
試
験
場
長
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
、
安
城
へ

の
誘
致
運
動
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
東
海
支
場

跡
地
で
は
狭
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
、
当
時
村
長
だ
っ

た
岡
田
菊
次
郎
に
山
崎
か
ら
敷
地
場
所
の
選
定
の
相

談
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
菊
次
郎
は
、
農
林
学
校

の
北
西
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所
を
選
ん
だ
。
こ

こ
は
、
す
ぐ
横
を
明
治
用
水
中
井
筋
が
通
っ
て
い
る

場
所
で
あ
っ
た
。
土
地
買
収
の
費
用
は
、
菊
次
郎
の

尽
力
で
郡
農
会
と
町
農
会
と
が
折
半
し
て
出
し
、
郡

城
が
本
場
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
種
芸
部
（
「
愛
知
旭
」
を
育
成
）
の

ほ
か
に
園
芸
部
、
農
芸
化
学
部
、
畜
産
部
（
養
鶏
の

普
及
）、
養
蚕
部
、
農
具
部
（
動
力
脱
穀
機
の
製
作
）

の
合
わ
せ
て
六
部
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
各
種
試

験
研
究
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
安
城
町
農
会
な
ど
が

主
催
す
る
講
習
会
に
試
験
場
の
技
師
が
出
掛
け
て
指

導
に
当
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
代
的
な
農
業
技
術
の

普
及
が
図
ら
れ
た
。

後
に
で
き
た
種
鶏
場
を
加
え
て
、
農
林
学
校
、
農

事
試
験
場
と
い
う
一
連
の
農
業
研
究
指
導
機
関
を
安

城
町
に
誘
致
し
た
こ
と
が
、
こ
の
地
域
を
し
て
、
日

本
デ
ン
マ
ー
ク
地
帯
と
言
わ
れ
る
基
に
な
っ
た
と
い

え
よ
う
。
岡
田
菊
次
郎
の
政
治
家
と
し
て
の
手
腕
が

い
か
に
優
れ
て
い
た
か
が
感
じ
ら
れ
る
。
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▲多角形農業の一角ナシ

▲池浦町にある県農業総合試験場（前農事試験場）

農
会
か
ら
県
に
無
償
提

供
す
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
一
九

一
三
年
（
大
正
二
年
）

に
種
芸
部
が
移
転
し
、

一
九
二
〇
年
（
大
正
九

年
）
に
は
す
べ
て
の
機

能
が
清
洲
か
ら
移
り
安

の
ぶ
き
ち

ほ
ん
じ
ょ
う

み
り
ん

・


